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あなたの心に残る名言は何ですか?

「銀河鉄道999」や「宇宙戦艦ヤマト」などの作品で知られる漫画

家の松本零士さんが今月13日、急性心不全のため85歳で亡くなった

とニュースで報じられました。 私も「宇宙戦艦ヤマト」に夢中になって

いたことを思い出します。小学校の卒業文集にも「宇宙戦艦ヤマトシリーズ」の主人公、戦闘班長、艦長代理

を兼任する「古代 進（こだい すすむ）」のキャラクターと共に将来の夢や古代の名言、『地球人も、ガミラス

人も、幸せに生きたいという気持ちに変わりはない。なのに、我々は戦ってしまった。我々がしなければならなか

ったのは、戦うことじゃない。愛し合うことだった。』と書いた記憶があります。「放射能除去装置」を求めてイス

カンダル星に旅だったヤマト。現在のウクライナの戦況を報道で見るたびに、松本零士さんが残してくれた、作

品に込められた想い、「名言」、その重要性を実感します。

2月も本日で終了し、卒業式まであと2週間となりました。今年の生徒会誌

「塔」の完成も間近です。

本校の生徒会誌は「塔」という名前で代々受け継がれ、昭和３５年の生徒会誌

から使われ、現在に至っています。「塔」というのは土台が頑丈であり、太い柱で

支えられているためなかなか倒れない。

したがって、旭川中学校の生徒それぞれがこの「塔」のように心の中心に柱を

もち、精神を鍛え、社会の逆境にも負けないような人間になってほしいという願いを込めて当時の生徒会が「塔」と

名付けたのだと思われます。今年の「塔」の中にも多くの想い出とともに、記憶に残る「名言」が散りばめられて

いると感じます。これは、級友はもとより、保護者や地域の皆様方とのご縁から創り上げられるものです。

一つ一つの想い出を胸に、生徒全員でしっかり旅立ちの準備を進めて参ります。

私からもこんな言葉を一つ

「ごめんなさい、ありがとう」を増やしいてみよう」そして、世界一優しい学校に。

ありがとうの数だけ賢くなる

ごめんなさいの数だけ優しくなる

さよならの数だけ愛を知る

「ありがとう」は、本当に簡単な言葉なのですが、学校で・・、家庭で・・、ちゃんと使っているだろうか？

あまりにも当たり前すぎておろそかにしてはいないだろうか？

「ごめんなさい」も同じである。「感謝の気持ち」「謝罪の気持ち」。年齢に関係なく、大事なこと。

誰かと別れるときに使う「さよなら」は、進学の時、引っ越しの時、別れの時、数え切れないたくさんの思い出

を残してくれる。 今年度も残りわずか、皆様、何時も本当にありがとうございます。
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質問事項 生徒肯定的評価 保護者肯定的評価

授業中は、意欲的に学習している ９２．８ ７３．８

「学習のきまり」を守り、集中して学習している ９３．３ ８４．２

先生は、楽しく理解しやすい授業をしている ９３．９ ８５．４

家庭では、誰かに言われなくても自分で計画的・
７０．９ ６０．４

自主的に学習している

学校では、互いに過ごしやすい人間関係をつくる
９０．５ ８９．０

ことができ、協力して物事に取り組んでいる

時と場に応じた適切な言葉遣いやあいさつができる ９３．３ ９３．９

時間や交通ルールなど、きまりを守ることの大切
９７．２ ９２．７

さがわかり、日頃から守って生活している

学校は、いじめや友人間のトラブルなど、様々な
９６．７ ９３．３

問題に対して、丁寧に対応してくれる

学校や教室は、明るい雰囲気で楽しい ８５．５ ９２．０

チーム担任制になったことで、困りごとや悩みを
７８．２ ６７．７

先生に相談しやすくなっている

どんな場面でも、あきらめずに最後までやり抜こ
９０．５ ７８．１

うと努力している

災害時の行動や不審者対応など、自分の命や体を

守るための行動がわかり、身近にある危険を回避 ９３．３ ９３．３

する意識をもっている

学校は清潔で、清掃活動も行き届いており、過ご
８７．１ ９５．７

しやすい

学校は、感染予防の方法を教えてくれたり、喚起

や加湿をしたりなど、新型コロナウイルス感染予 ９７．２ ８９．６

防にしっかり取り組んでいる

学習や行事などに取り組む際には、自ら目標を立
８８．３ ８７．６

て、達成に向け努力している

自分で自分の良さや得意なことについて言うこと

ができ、様々な活動で、自分の良さを生かしたり、７３．２ ８６．６

能力を発揮したりできる

先生方は、自分のよさや可能性について話してく

れたり、できたことを褒めてくれたり、努力した ９５．６ ８４．８

らいいことを指摘して励ましてくれたりしている

地域の人や自然などと関わる学習や活動を通し

て、あさひやまのよさや魅力に気づかそうとして ７５．４ ８１．７

いる

本校は生徒が主役の「楽しい学校」＝「楽しい授業」の実現を目指し、授
業改善に取り組み、教育活動を展開してきました。上記、学校評価の結果、
総括的には80％以上の肯定的評価が多くあります。令和５年度は、生徒評価
の中で、80％未満の４項目、特に、生徒及び保護者が共通している「家庭学
習」と「チーム担任制」についてアップデートし、生徒が自主的に学習に取
り組む習慣づくりを推進したり、学活担任と学年担任の役割を明確化したり
するなどして、教職員一同、一層努力して参ります。


